
琉球大学学術リポジトリ

家庭科教育における学び合う授業をめざして　－小
学校の「みそ汁」の調理実習を通して－

言語: 

出版者: 琉球大学教育学部

公開日: 2011-12-08

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 安慶名, 名奈, 小瀬, あゆみ, 浅井, 玲子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/22628URL



家庭科教育における学び合う授業をめざして

－小学校の「みそ汁」の調理実習を通して－

安慶名名奈辮小瀬あゆみ*＊浅井玲子…
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Ｉ緒言 ようなメリットが挙げられるという。それは，説

明や質問を行うことで，自分の不明確な点が明ら

かになったり，より深く理解できるようになった

りする理解進化という点。２つ目に集団全体とし

てより豊かな知識ベースを持つことができるので，

限られた時間内で思考が節約でき，アクセス可能，

利用可能な知識が増える点。３つ目は，相手の反

応など社会的手がかりによって自己の認知過程や

思考のモニタリング（評価調整）ができる点。４

つ目は，やりとりを通して参加への動機が高めら

れ，同じ意見や活動を共有していくことでグルー

プ（徒党）意識が高まる点。このように，近年，

児童が積極的に互いの考えを出し合い，吟味・検

討し，新たなものを創り出していく話し合いを中

心とした学び合う授業づくりとして協働学習への

注目が高まりを見せている。

しかし，これほどまでに協働学習へつながる要

素が高いと言われている調理実習であるが，現実

問題として，これまで教師は通常一人で各グルー

プの流れを見腿けながら助言し，常に安全面に留

意していくため，調理実習中に子どもの話し合い

の質を把握しながら必要な働きかけを行うことに

は限界がある。

比留間他（2006)4)の協働思考を通した学習に

ついての研究によれば，児童が学び合う授業を実

小学校５年生からはじまる家庭科は子ども達が

楽しみにしている教科である。その中でも調理実

習は人気があり，期待も大きい。

家庭科の調理実習でとりあげられる「みそ汁」

は，沖縄県では家庭料働理の定番として「具だくさ

んみそ汁」が親しまれている。家庭によって使わ

れる実はそれぞれで，その日の体調や食べる人の

好みや健康を考えていくつもの実を使い，みそ汁

一つで一品のおかずとして成り立つほどである。

｢具だくさんみそ汁」は，作る側の家族を思う気

持ちの込もった大切に伝承したい献立である。ま

た，学習指導要領いでも我が国の伝統的な日常食

であることから「米飯とみそ汁」だけが唯一献立

指定されている。

佐伯他（1996)2)によると，調理実習は，次の

４つの側面が存在することで協働学習が実現でき

る効果的な学習として評価されているという。ま

ず，ひとつの仕事を協力し合って行う協同性，二

つ目は，分業体制・役割体系において協力し合う

協働性，３つ目に，グループ集団の人間関係を支

え担う社会的な共同性，４つ目に，共有の文化に

関わる文化的な共同性である。また，秋田

(2006）３）によれば，協働学習を行うことで次の
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